
テーマ 市 町 村 出 張 所での外国人登録手 続 について
し ちょうそんしゅっちょうじょ がいこくじんとうろく て つづき

提言内容
ていげんないよう

外国人の登録 業 務は市役所だけではなく、各 出 張 所で出来るようにして
がいこくじん とうろくぎょう む し やくしょ かくしゅっちょうじょ で き

ほしいです。市役所の窓口 業 務のスピードがもっと早くしてほしいです。
し やくしょ まどぐちぎょう む はや

（原文のとおり）
げんぶん

対 応 ○提言については、一部対応しています。
たい おう ていげん いち ぶ たいおう

外国人登録の手 続 については、個人 情 報の管理の問題などから、出 張 所
がいこくじんとうろく て つづき こ じんじょうほう かん り もんだい しゅっちょうじょ

では 扱 っていないところが多いようですが、県内の一部の市では、 出 張 所
あつか おお けんない いち ぶ し しゅっちょうじょ

で記載事項 証 明書（登録原 票 証 明書）を交付しているところもあります。
き さい じ こうしょうめいしょ とうろくげんぴょうしょうめいしょ こう ふ

今回いただいた御提言については、外国人 住 民からの要望として、県内各
こんかい ご ていげん がいこくじんじゅうみん ようぼう けんないかく

市 町 村にお知らせし、今後の 業 務の参考にしていただく予定です。（国際課）
し ちょうそん し こん ご ぎょう む さんこう よ てい こくさい か

テーマ 市 町 村 出 張 所での外国人登録手 続 について
し ちょうそんしゅっちょうじょ がいこくじんとうろく て つづき

提言内容
ていげんないよう

市役所じゃなくて、住んでいる 所 の最寄り駅によくある市役所の 出 張 所
し やくしょ す ところ も よ えき し やくしょ しゅっちょうじょ

も外国人に関する手続きができればと思います。今まで住んでいる市ではせっ
そとこくじん かん て つづ おも いま す し

かく最寄り駅に 出 張 所があるのに、外国人なので、 住 所変更とか登録原
も よ えき しゅっちょうじょ がいこくじん じゅうしょへんこう とうろくげん

票 証 明書などを取るのに、わざわざ電車で 隣 駅へ行って市役所で取らなけ
ぴょうしょうめいしょ と でんしゃ となりえき い し やくしょ と

ればならなかったので、不便でした。 （原文のとおり）
ふ べん げんぶん

対 応 ○提言については、一部対応しています。
たい おう ていげん いち ぶ たいおう

外国人登録の手 続 については、個人 情 報の管理の問題などから、出 張 所
がいこくじんとうろく て つづき こ じんじょうほう かん り もんだい しゅっちょうじょ

では 扱 っていないところが多いようですが、県内の一部の市では、 出 張 所
あつか おお けんない いち ぶ し しゅっちょうじょ

で記載事項 証 明書（登録原 票 証 明書）を交付しているところもあります。
き さい じ こうしょうめいしょ とうろくげんぴょうしょうめいしょ こう ふ

今回いただいた御提言については、外国人 住 民からの要望として、県内各
こんかい ご ていげん がいこくじんじゅうみん ようぼう けんないかく



市 町 村にお知らせし、今後の 業 務の参考にしていただく予定です。（国際課）
し ちょうそん し こん ご ぎょう む さんこう よ てい こくさい か

テーマ 「彩の国だより」に外国人向け 情 報コーナーを設けることについて
さい くに がいこくじん む じょうほう もう

提言内容
ていげんないよう

「彩の国だより」に外国人欄（コーナー）を設けることは 難 しいでしょう
さい くに がいこくじんらん もう むずか

か。例えば、外国語（外国人＝県在 住 の人の多い２～３カ国語）で、ゴミの出
たと がいこく ご がいこくじん けんざいじゅう ひと おお かこく ご だ

し方の基本とか、日本における平均的生活マナー（早 朝 、深夜は騒がない。
かた き ほん に ほん へいきんてきせいかつ そうちょう しん や さわ

路 上 にゴミや食べ残し、たばこのポイ捨てをしない、などなど）を知ってもら
ろ じょう た のこ す し

うなどの内容を含めて。そうすれば近所とのトラブルも、外（害）国人に対す
ないよう ふく きんじょ がい がい こくじん たい

る親近感も徐々に生まれるようになるのではないでしょうか。（原文のとおり）
しんきんかん じょじょ う げんぶん

対 応 ○提言については、一部対応しています。
たい おう ていげん いち ぶ たいおう

「彩の国だより」は、県政の 状 況 を広く県民の方に知っていただくため、
さい くに けんせい じょうきょう ひろ けんみん かた し

毎月１日に、新聞７紙に折り込んで配布するとともに、市 町 村役場や県地方
まいつき ついたちに しんぶん し お こ はい ふ し ちょうそんやく ば けん ち ほう

庁 舎等で 入 手できるようになっております。
ちょうしゃとう にゅうしゅ

外国人の方も県民であり、県政を知っていただきたいという気持ちは同じで
がいこくじん かた けんみん けんせい し き も おな

す。

しかしながら、複数の言語で 表 記するためには今以 上 の紙面が必要となり
ふくすう げん ご ひょう き いま い じょう し めん ひつよう

ます。限られた紙面を効果的に使うためには、 共 通言語である「日本語」で
かぎ し めん こう か てき つか きょうつうげん ご に ほん ご

の 表 記が一番合理的な方法であると 考 えています。
ひょう き いちばんごう り てき ほうほう かんが

また、紙面は、 極 力 簡潔で分かりやすい言葉で 表 記しておりますが、今後
し めん きょくりょくかんけつ わ こと ば ひょう き こん ご

もさらに 心 掛けていきたいと 考 えております。
こころ が かんが

なお、生活マナーにつきましては、埼玉県が外国人向けに５言語（英語、
せいかつ さいたまけん がいこくじん む げん ご えい ご

中 国語、スペイン語、ポルトガル語、ハングル）で作成している生活ガイド
ちゅうごく ご ご ご さくせい せいかつ

「埼玉県暮らしのガイド」の中でもとりあげており、県や市 町 村のホームペ
さいたまけん く なか けん し ちょうそん

ージに掲載しています。
けいさい

今後とも市 町 村などと連携し、外国人 住 民に対して、暮らし方のルール
こん ご し ちょうそん れんけい がいこくじんじゅうみん たい く かた

等生活に役立つ 情 報を提 供 します。 （広 聴 広報課、国際課）
とうせいかつ やく だ じょうほう ていきょう こうちょうこうほう か こくさい か



テーマ 警察官の増員、警察と地域の連携による治安 強 化について
けいさつかん ぞういん けいさつ ち いき れんけい ち あんきょう か

提言内容
ていげんないよう

1. 県民の税金を使って、警察官の人数を増加する事。
けんみん ぜいきん つか けいさつかん にんずう ぞう か こと

2. 地域の 住 民達の連携を 強 化し、コミュニケーションをうまくとること。
ち いき じゅうみんたち れんけい きょう か

3. 低迷を続いている 商 店会、 町 内会及び自治会の役割を発揮し、警、町、
ていめい つづ しょうてんかい ちょうないかいおよ じ ち かい やくわり はっ き けい まち

民の連動で治安 強 化を図ること。
みん れんどう ち あんきょう か はか

（原文のとおり）
げんぶん

対 応 ＜警察官の増員について＞
たい おう けいさつかん ぞういん

○提言については、既に対応しています。
ていげん すで たいおう

全国的な治安の悪化に対応するため、国（警察 庁 ）では、平成 13 年度から警察官
ぜんこくてき ち あん あっ か たいおう くに けいさつちょう へいせい ねん ど けいさつかん

の増員措置を図り、警察官不足が 著 しい埼玉県は、７年連続で全国最多となる
ぞういん そ ち はか けいさつかん ぶ そく いちじる さいたまけん ねんれんぞく ぜんこくさい た

2,425 人（合計）が増員されました。
にん ごうけい ぞういん

県警察では、これら増員された警察官の多くを交番・パトカーなどの地域部門
けんけいさつ ぞういん けいさつかん おお こうばん ち いき ぶ もん

と捜査部門に 重 点的に配置し、街頭活動・捜査活動を 強 化して犯罪の抑止と
そう さ ぶ もん じゅうてんてき はい ち がいとうかつどう そう さ かつどう きょう か はんざい よく し

検挙の向 上 に努めてきました。
けんきょ こうじょう つと

その結果、平成 17 年以降、刑法犯認知件数が減 少 するとともに、検挙率が向 上
けっ か へいせい ねん い こう けいほうはんにん ち けんすう げんしょう けんきょりつ こうじょう

するなど、治安は回復傾向を示しているところです。
ち あん かいふくけいこう しめ

しかし、全国的に見ると、平成 19 年 中 の刑法犯認知件数は全国第４位、殺人
ぜんこくてき み へいせい ねんちゅう けいほうはんにん ち けんすう ぜんこくだい い さつじん

・強盗等の 重 要犯罪の認知件数は全国第３位であるなど、犯罪は未だ高水 準
ごうとうとう じゅうようはんざい にん ち けんすう ぜんこくだい い はんざい いま こうすいじゅん

で発生しており、本県警察官１人当たりの 業 務負担は、これまでの増員をもって
はっせい ほんけんけいさつかん ひ とり あ ぎょう む ふ たん ぞういん

しても、依然として過 重 な 状 態が続いています。
い ぜん か じゅう じょうたい つづ

県警察では、引き続き警察官を始めとする 職 員の増員などにより、警察基盤
けんけいさつ ひ つづ けいさつかん はじ しょくいん ぞういん けいさつ き ばん

を 強 化し、犯罪の抑止と検挙、交通事故の減 少 を図るなど、治安回復基 調 の
きょう か はんざい よく し けんきょ こうつう じ こ げんしょう はか ち あんかいふく き ちょう

定 着 に努めていきます。
ていちゃく つと

（県警本部警務課）
けんけいほん ぶ けい む か

＜地域との連携について＞
ち いき れんけい

○提言については、既に対応しています。
ていげん すで たいおう

本県の地域 住 民等による自主防犯活動団体数は、平成 19 年 12 月末現在全国
ほんけん ち いきじゅうみんとう じ しゅぼうはんかつどうだんたいすう へいせい ねん がつまつげんざいぜんこく

一位となる 4,390 グループが結成され、活発な自主防犯活動を展開しています。県
いち い けっせい かっぱつ じ しゅぼうはんかつどう てんかい けん

警察では、自主防犯活動団体との連携を 強 化し、これら団体が単にパトロール
けいさつ じ しゅぼうはんかつどうだんたい れんけい きょう か だんたい たん



をするだけではなく、地域のコミュニケーションを深め、犯罪の起きにくい環 境 を作
ち いき ふか はんざい お かんきょう つく

るよう支援しています。また、自主防犯活動団体は、主に自治会、町 内会を 中 心
し えん じ しゅぼうはんかつどうだんたい おも じ ち かい ちょうないかい ちゅうしん

とした団体が多く、各地域の交番・ 駐 在所の警察官や地域防犯支援専門員が、
だんたい おお かく ち いき こうばん ちゅうざいしょ けいさつかん ち いきぼうはん し えんせんもんいん

防犯 情 報の提 供 や合同パトロールを実施するなどの活動を実施しています。さ
ぼうはんじょうほう ていきょう ごうどう じっ し かつどう じっ し

らに、「埼玉県多文化 共 生推進プラン」に基づいて、外国籍県民に対して多言語
さいたまけん た ぶん か きょうせいすいしん もと がいこくせきけんみん たい た げん ご

による安全・安心 情 報の発信やコミュニケーションの機会を設ける等、各関係機
あんぜん あんしんじょうほう はっしん き かい もう とう かくかんけい き

関と連携した事 業 を推進しています。
かん れんけい じ ぎょう すいしん

（県警本部生活 安全企画課）
けんけいほん ぶ せいかつあんぜん き かく か

テーマ 外国人の地域活動の参加について
がいこくじん ち いきかつどう さん か

提言内容
ていげんないよう

外国人が、継続的 行 われる 行 事はありますか？国際ｲﾍﾞﾝﾄでも一日で 終 了
がいこくじん けいぞくてきおこな ぎょう じ こくさい いちにち しゅうりょう

するｲﾍﾞﾝﾄは楽しい一日とはなりますが、外国人が日本の社会にとけ込んでいける物
たの いちにち がいこくじん に ほん しゃかい こ もの

に繋がるのか疑問です。外国人は民族衣 装 を着て母国の歌や踊りを披露するだけ
つな ぎ もん がいこくじん みんぞく い しょう き ぼ こく うた おど ひ ろう

で良いのでしょうか。外国人を受け入れる日本そして埼玉県の 住 民の外国人とし
よ がいこくじん う い に ほん さいたまけん じゅうみん がいこくじん

て、お互いに義務と権利があると思います。日本語が 流 暢 で無いから「地域のﾎﾞﾗ
たが ぎ む けん り おも に ほん ご りゅうちょう な ち いき

ﾝﾃｨｱ活動や、地域の活動には参加してもらえない」と思いますが日本語が分からな
かつどう ち いき かつどう さん か おも に ほん ご わ

くても活動出来る活動は沢山あると思います。
かつどう で き かつどう たくさん おも

（原文のとおり）
げんぶん

対 応 ○提言については、既に対応しています。
たい おう ていげん すで たいおう

同じ地域の構成員として日本人と外国人が一緒に地域づくりを進めていくこと
おな ち いき こうせいいん に ほんじん がいこくじん いっしょ ち いき すす

を目 標 に、県は、平成１９年（２００７年）１２月に「埼玉県多文化 共 生推進
もくひょう けん へいせい ねん ねん じゅうにがつ さいたまけん た ぶん か きょうせいすいしん

プラン」を策定しました。
さくてい

目 標 を実現するためには、御提言のとおり、外国人 住 民を単なる支援の対 象
もくひょう じつげん ご ていげん がいこくじんじゅうみん たん し えん たいしょう

としてとらえるのではなく、地域の構成員として自立した生活を送ることができる
ち いき こうせいいん じ りつ せいかつ おく

ように支援していくことが必要であると 考 えています。
し えん ひつよう かんが

また、地域活動などの日 常 的な活動を通じて、日本人 住 民と外国人 住 民が
ち いきかつどう にちじょうてき かつどう つう に ほんじんじゅうみん がいこくじんじゅうみん

継続的に交 流 を 行 い、お互いに対する理解を深めていくことも必要であると 考
けいぞくてき こうりゅう おこな たが たい り かい ふか ひつよう かんが

えています。

プランでは、日本語が不自由な外国人のためのコミュニケーション支援や、 教 育
に ほん ご ふ じ ゆう がいこくじん し えん きょういく



・労働・医 療 などあらゆる生活の場面における支援を含む６３の取組を 行 ってい
ろうどう い りょう せいかつ ば めん し えん ふく とりくみ おこな

くこととしています。

日本人と外国人が共に暮らしていく多文化 共 生社会の実現のためには、日本
に ほんじん がいこくじん とも く た ぶん か きょうせいしゃかい じつげん に ほん

人 住 民も外国人 住 民もお互いの立場や 考 え方を尊 重 して、少しずつ歩みよる
じんじゅうみん がいこくじんじゅうみん たが たち ば かんが かた そんちょう すこ あゆ

ことが大切です。安心・安全に暮らせる活 力 ある埼玉県づくりのため、今後とも
たいせつ あんしん あんぜん く かつりょく さいたまけん こん ご

多文化 共 生の取組を推進していきたいと 考 えています。
た ぶん か きょうせい とりくみ すいしん かんが

（国際課）
こくさい か

テーマ 県、市 町 村、ＮＧＯとの連携による国際化の推進について
けん し ちょうそん れんけい こくさい か すいしん

提言内容
ていげんないよう

県と市がもっと 協 力 できるようにつながりをもって、国際化を積 極 的に進め
けん し きょうりょく こくさい か せっきょくてき すす

てほしいです。ＮＧＯ、ＮＰＯなどの組織とも、必要に応じて 協 力 を求めてみて
そ しき ひつよう おう きょうりょく もと

はどうでしょうか。

（原文のとおり）
げんぶん

対 応 ○提言については、既に対応しています。
たい おう ていげん すで たいおう

埼玉県では、地域の国際化を推進するため、平成１２年（２０００年）に、県、
さいたまけん ち いき こくさい か すいしん へいせい ねん ねん けん

市 町 村、ＮＧＯなどによるネットワークをつくりました。
し ちょうそん

現在ネットワークには、県内全市 町 村（７０市 町 村）、２２８のＮＧＯなどが加盟
げんざい けんないぜん し ちょうそん し ちょうそん か めい

しています。

これまでに、児童生徒に対する日本語学 習 支援や、日本語指導者の養成、外国
じ どうせい と たい に ほん ご がくしゅう し えん に ほん ご し どうしゃ ようせい がいこく

人生徒のための高校進学ガイダンスの開催などに取り組んできました。
じんせい と こうこうしんがく かいさい と く

ＮＧＯには外国人支援の方法などについての経験や知識がありますし、市 町 村
がいこくじん し えん ほうほう けいけん ち しき し ちょうそん

は地域 住 民に 最 も近い 行 政機関であり、 住 民サービスについての経験や知識
ち いきじゅうみん もっと ちか ぎょうせい き かん じゅうみん けいけん ち しき

があります。それぞれの団体の経験や知識を活かしながら、国際化に向けた取組を
だんたい けいけん ち しき い こくさい か む とりくみ

行 っています。また、県は広域的な 行 政機関としてネットワーク全体のコーディ
おこな けん こういきてき ぎょうせい き かん ぜんたい

ネイトを 行 っています。
おこな

今後とも、県、市 町 村、ＮＧＯなど、それぞれの団体の特 徴 を活かしながら、
こん ご けん し ちょうそん だんたい とくちょう い

全県的な国際化に取り組んでいきたいと 考 えています。
ぜんけんてき こくさい か と く かんが

（国際課）
こくさい か




